
植物防疫研修要綱
科目 講義目的 研修必須項目

１．植物防疫行政 植物防疫の意義、位置
づけと基本的な仕組みを
理解する。

１．植物防疫の意義と歴史
２．植物防疫の仕組み
　　　植物防疫法の概要
　　　組織と役割
３．発生予察と防除事業
４．農産物輸出入と植物検疫

   航空防除 航空機を利用した防除方
法を正しく理解し、関連
法規に従った適正な防
除方法を習得する。

１．航空防除事業の概要（有人、無人）
２．無人航空機の開発、利用
３．農薬散布の安全対策
　　　　空中散布ガイドライン、安全対策
４．関連法規
　　　航空法、航空機製造事業法、電波法、他
　　　飛行に関する手続き

２．農薬行政 植物防疫において重要
な役割を担っている農薬
に関連する法規、特に農
薬行政の根幹である農
薬取締法、それに関連す
る制度について理解す
る。

１．農薬行政の意義と歴史
２．農薬行政の仕組み
　　　組織と役割
　　　農薬取締法の概要と解説
　　　農薬登録制度の概要と解説
３．関連法規の概要
　　　毒物・劇物取締法、食品衛生法、消防法、
　　　水質汚濁防止法、産廃法

３．農薬の
　　一般知識

農薬を取り扱う上で知っ
ておかなければならない
農薬製品の基礎的事項
を習得する。

１．農薬の変遷
２．農薬基礎知識
　　　製剤化について
　　　農薬の名称(商品名、種類名、一般名、化学名)
　　　農薬の分類（用途、剤型、化学構造、
　　　　作用機構）
３．農薬の研究開発
　　　農薬開発の流れ

４．農薬の
　　安全性評価

農薬を使用した際の安全
性を確保するために、ど
のような試験が実施さ
れ、その結果をどのように
使用して基準が作成され
ているのかを、作物残
留、環境に対する安全性
から正しく理解する。

１．安全性評価の目的と概要
　　　農薬登録に必要な試験
２．人に対する毒性評価
　①毒性試験の種類
　②農薬使用者暴露評価
　③暴露評価と基準値（ＡＤＩ、ＡＲｆＤ、作物残留）の
　　決め方
　④残留農薬基準
３. 環境影響評価
　①農薬の環境影響の概要　①環境を経由した人等に
対する影響
　②環境を経由した人等に対する影響
　③水域の生活環境動植物に対する影響
　④陸域の生活環境動植物に対する影響
　⑤家畜に対する影響

５．農薬の適正使
用・危害防止

農薬を安全に使用するた
めに遵守すべき必要事
項を正しく理解する。

１．農薬の使用に伴う事故、残留基準値超過事例
２．安全使用のための基本事項
　　　農薬ラベルの内容確認と遵守
　　　防除実施の記帳
　　　保護具の種類と必要性
　　　農薬の管理（保管、廃農薬・農薬空容器処理）
　　　ドリフト防止対策、防除器具洗浄、水田止水
　　　管理
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科目 講義目的 研修必須項目

６．農薬の
　　　　施用技術

農薬の効果を最大限発
揮させるための防除機と
施用法を理解し、適正な
防除方法を習得する。

１．農薬施用技術の変遷
２．農薬施用技術の基礎
　　　農薬の製剤と作物による施用方法
３．主な農薬の散布方法と農薬散布機の概要
４．農薬のドリフト低減に配慮した散布技術

７．病害と防除
　　　(総論)

植物の病害防除に必要
な植物病理学の基礎知
識と理論について正しく
理解する。

１．植物の病気の分類と種類
２．代表的な病原体とその生態(生活環)
３．病害防除の基本
　　　病気の発生基本メカニズム(主因・素因・誘因)
　　　病気の診断法
４．病気による被害と被害予測
　　　発生予察、要防除水準の活用
５．病害の防除
　　　化学的防除、耕種的防除、生物的防除、
　　　物理的防除
　　　発生基本メカニズムを踏まえた総合的病害虫・
　　　雑草管理(ＩＰＭ)

８．殺菌剤 殺菌剤を作用機構別に
理解し、適正な使用方法
を習得する。

１．殺菌剤関連用語の説明
２．殺菌剤の種類と作用機構
３．薬剤の特性を考慮した上手な使い方
４．耐性菌発達の現状と管理

９．水稲病害と防
除

主要な水稲病害の発生
生態を理解し、適正な防
除方法を習得する。

１．水稲病害の種類と発生生態
　　　育苗期の主要な病害
　　　本田期の主要な病害
２．発生予察
３．水稲病害の防除
　　　種子消毒
　　　育苗期の防除
　　　本田期の防除
４．有効な防除法(IPM)の組み立て
５．薬剤抵抗性の現状

10 ．野菜病害と
　　　　　　防除

主要な野菜病害の発生
生態を理解し、適正な防
除方法を習得する。

１．野菜病害の種類と発生生態（露地・施設）
２．発生予察
３．野菜病害の防除（露地・施設）
　　　化学的防除と防除の適期
　　　耕種的防除、生物的防除
　　　土壌病害の防除方法
４．主要野菜の主な病気と有効な防除法

11．果樹病害と
　　　　　防除

主な果樹病害の発生生
態を理解し、適正な防除
方法を習得する。

１．果樹病害の種類と発生生態
２．発生予察
３．果樹病害の防除
　　　栽培管理
　　　化学的防除と防除の適期
　　　耕種的防除、生物的防除、物理的防除
４．主要果樹の主な病気と有効な防除法

12．害虫と防除
　　　(総論)

害虫(ダニ、線虫を含む)
防除に必要な昆虫学の
基礎知識と理論について
正しく理解する。

１．昆虫・ダニ・線虫学の基礎
　　　分類、形態、生理、生態、天敵との相互関係
２．害虫による被害と発生予察
　　　加害形態と被害、要防除密度水準
３．害虫の防除
　　　化学的防除、耕種的防除、生物的防除、
　　　物理的防除
　　　発生基本メカニズムを踏まえた総合的病害虫・
　　　雑草管理(IPM)
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科目 講義目的 研修必須項目

13．殺虫剤 殺虫剤を作用機構別に
理解し、適正な使用方法
を習得する。

１．殺虫剤関連用語の説明
２．殺虫剤の種類と作用機構
３．薬剤の特性を考慮した上手な使い方
４．殺虫剤抵抗性発達の現状と管理

14．水稲害虫と
　　　　　防除

主要な水稲害虫の発生
生態を理解し、適正な防
除方法を習得する。

１．水稲害虫の種類と発生生態
２．発生予察
３．水稲害虫の防除
　　　育苗期、本田期防除、防除の適期
　　　化学的防除　耕種的防除、生物的防除
４．有効な防除法(IPM)の組み立て

15．野菜害虫と
　　　　　防除

主要な野菜害虫の発生
生態を理解し、適正な防
除方法を習得する。

１．野菜害虫の種類と発生生態（露地・施設）
２．発生予察
３．野菜害虫の防除（露地・施設）
　　　化学的防除、耕種的防除、生物的防除、
　　　物理的防除
４．作物別の主な害虫と有効な防除法

16．果樹害虫と
　　　　　防除

主要な果樹害虫の発生
生態を理解し、適正な防
除方法を習得する。

１．果樹害虫の種類と発生生態
２．発生予察
３．果樹害虫の防除法
　　　化学的防除、耕種的防除、生物的防除、
　　　物理的防除
　　　防除の適期
４．主要果樹別の主な害虫と有効な防除法

17．雑草と防除
除草剤

雑草の特徴や雑草害、
雑草防除の必要性につ
いて理解する。
除草剤の適正な使用方
法を習得する。

雑草と防除
１．雑草の種類と特徴
　　　生活環による分類、防除上の分類
２．雑草による被害と防除期間
３．水田及び畑地雑草の防除
　　　選択性、葉齢

除草剤
１．除草技術の変遷と除草剤使用の現状
２．除草剤の作用性と薬害
３．除草剤の剤型と処理方法
４．除草剤の使用場面、使用方法
５．抵抗性雑草の現状と管理

18.植物成長調整
剤

植物成長調整剤の種類
や特長、作用性を理解し
適正な使用方法を習得
する。

１．農薬としての用途
２．主な調整剤と作用性
３．使用にあたっての注意事項
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